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前
号
で
は
、
「
楯
の
会
」
事
件
か
ら
四
八
年
を
記
念

し
、
戦
後
神
社
界
を
代
表
す
る
思
想
家
・
言
論
人
で
あ
る
葦

津
珍
彦
氏
の
「
楯
の
会
」
事
件
評
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

葦
津
氏
ら
戦
後
神
社
界
の
再
軍
備
批
判
か
ら
見
え
る
「
建
軍

の
本
義
」
論
と
、
三
島
由
紀
夫
氏
ら
「
楯
の
会
」
事
件
で
問

わ
れ
た
「
建
軍
の
本
義
」
論
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
件
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
命
を
絶
っ
た
三
島
氏
・
森
田

必
勝
氏
の
慰
霊
・
追
悼
と
し
た
。
今
号
で
は
、
同
じ
く
葦
津 

                   

氏
に
よ
る
三
島
氏
「
英
霊
の
声
」
評
を
振
り
返
り
、
葦
津
氏

が
問
う
た
神
荒
ぶ
霊
た
ち
の
慰
霊
・
鎮
魂
や
、「
英
霊
の
声
」

の
背
景
に
あ
る
日
本
史
上
に
お
け
る
忠
臣
の
「
忠
誠
と
反
逆
」

を
確
認
し
、
そ
こ
に
お
け
る
ア
ウ
ト
・
ロ
ウ
（
法
外
の
人
、

浪
人
の
道
）
の
系
譜
と
葦
津
氏
の
右
翼
観
を
確
認
し
、
三
島

氏
・
森
田
氏
の
慰
霊
・
追
悼
と
し
た
い
。 

そ
も
そ
も
「
英
霊
の
声
」
は
、
雑
誌
『
文
芸
』（
昭
和
四
一

年
［
一
九
六
六
］
六
月
号
）
に
発
表
さ
れ
た
三
島
氏
の
文
学

作
品
で
あ
る
。
作
品
の
あ
ら
す
じ
は
、「
帰
神
の
会
」
に
参
加

し
た
主
人
公
の
「
私
」
が
、
審
神
者
を
務
め
た
木
村
先
生
の 

                   降
霊
術
に
よ
っ
て
盲
目
の
青
年
・
川
崎
重
男
に
二
二
六
事
件

で
処
刑
さ
れ
た
青
年
将
校
の
霊
や
特
攻
隊
の
隊
士
の
霊
が
憑

依
し
、
川
崎
青
年
の
口
を
借
り
て
霊
た
ち
が
昭
和
天
皇
へ
の

激
し
い
思
慕
と
、
戦
後
の
日
本
へ
の
憤
り
を
述
べ
、「
な
ど
て

す
め
ろ
ぎ
は
人
間
［
ひ
と
］
と
な
り
た
ま
ひ
し
」
と
繰
り
返

し
絶
叫
す
る
場
面
に
立
ち
会
う
と
い
う
、
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
物
語
の
最
後
で
川
崎

青
年
は
絶
命
す
る
の
だ
が
、
そ
の
死
に
顔
が
「
何
者
と
も
知

れ
ぬ
と
云
は
う
か
、
何
者
か
の
あ
い
ま
い
な
顔
に
変
容
し
て

ゐ
」
た
た
め
、
そ
の
顔
は
誰
の
顔
な
の
か
、
様
々
な
推
測
が 

 

1部 1000円 

（別途送料 160円） 

本
号
の
内
容
【
追
悼
】
三
島
由
紀
夫
と
葦
津
珍
彦 

「
英
霊
の
声
」
と
「
怨
霊
の
声
」

（
木
川
智
）
…
１
／
【
解
説
】
安
倍
・
プ
ー
チ
ン
日
ロ
首
脳
会
談
開
催
―
「
外
交
の
安

倍
」
が
功
に
焦
っ
た
か
―
（
高
井
七
海
）
…
４
／
【
解
説
】
日
産
ゴ
ー
ン
元
会
長
逮
捕 

司

法
取
引
実
施 

「
共
謀
罪
」
初
適
用
も
間
近
か
（
西
山
徹
）
…
６
／
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放

浪
記
―
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
日
本
を
見
る 

台
湾
編
⑥(

仲
村
之
菊)

…
８
／
一
一
月
活

動
報
告
…
９
／
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
２
０ 

 

神
苑
の
決
意 

主
筆 

木 

川 

智 

三 

島 
由 

紀 

夫 

と 

葦 

津 

珍 

彦 

 

「
英
霊
の
声
」
と
「
怨
霊
の
声
」 


